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一
　
教
育
機
会
の
偏
在

　
イ
ン
ド
は
独
立
間
も
な
い
一
九
四
九
年
一
一
月
二
六
日
、
イ
ン
ド
初
代
首
相
Ｊ
・
ネ
ル
ー
の
も
と
「
す

べ
て
の
国
民
の
尊
厳
と
国
家
の
統
一
」
を
め
ざ
し
た
憲
法
が
誕
生
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
次
々
と
植
民

地
支
配
か
ら
独
立
し
た
途
上
国
の
な
か
、
初
め
て
子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
た
国
家
で
あ

る
。「
子
ど
も
の
権
利
」
が
与
え
ら
れ
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
約
束
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
憲
法
第
二

四
条
は
「
十
四
歳
以
下
の
子
ど
も
は
工
場
や
鉱
山
、
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
危
険
な
仕
事
に
つ
け
て
は
な
ら

な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
い
て
第
四
五
条
は
「
国
は
憲
法
公
布
か
ら
十
年
以
内
に
十
四
歳
以

下
の
す
べ
て
の
子
ど
も
に
無
償
の
義
務
教
育
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
」
と
定
め
て
い
　（

１
）

る
。　

　
し
か
し
、
す
で
に
半
世
紀
を
経
た
今
、
初
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
は
地
域
や
、
経
済
・

社
会
の
階
層
の
間
に
著
し
い
格
差
を
生
じ
た
。
そ
れ
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
始
ま
る
成
長
著
し
い
経

済
過
程
か
ら
派
生
し
た
問
題
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
基
本
的
に
は
社
会
構
成
の
間
に
拡
大
す
る
不
公

正
や
不
平
等
と
い
う
問
題
と
深
く
か
か
わ
る
。
憲
法
が
保
障
し
た
「
子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
」
は

一
方
で
は
経
済
的
に
豊
か
な
一
握
り
の
階
層
に
高
度
な
教
育
機
会
へ
の
道
を
保
障
す
る
。
他
方
、
人
口
の

大
部
分
を
占
め
る
依
然
と
し
て
貧
困
状
態
の
国
民
、
と
く
に
飢
餓
的
貧
困
状
態
か
ら
脱
出
で
き
な
い
農
村

8 　
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か

人
口
に
は
初
等
教
育
を
受
け
る
機
会
さ
え
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
教
育
機
会
の
二
重
構
造
で
あ
る
。

　
本
章
で
は
こ
の
問
題
を
「
不
就
学
児
童
労
働
」
の
存
在
形
態
、
そ
の
社
会
・
経
済
的
背
景
を
実
証
的
に

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
現
地
調
査
の
方
法
論
と
そ
の
概
要
を
扱
う
。

二
　
教
育
の
二
重
構
造

　
Ｊ
・
ネ
ル
ー
の
描
い
た
夢
と
は
程
遠
く
、
深
刻
な
教
育
の
二
重
構
造
が
出
現
し
た
。
独
立
後
、
半
世
紀

以
上
を
経
た
今
、
確
か
に
初
等
教
育
を
受
け
る
機
会
は
次
第
に
拡
大
し
た
が
、
そ
れ
は
大
都
市
圏
の
一
部

中
間
層
に
限
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
各
地
を
歩
く
と
初
等
教
育
の
普
及
を
印
象
づ
け
る
光
景
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
制
服
姿
の
男
女
生
徒
達
の
登
・
下
校
風
景
で
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
高
級
官
僚
、
中
間
層
な
ど
の
子
女
で
あ
り
、
多
く
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
私
学
に
通
う
エ
リ
ー

ト
教
育
の
受
益
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
経
済
的
に
上
位
の
富
裕
層
の
子
女
は
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
山
地

避
暑
都
市
）
、
イ
ン
ド
東
部
の
ダ
ー
ジ
リ
ン（D

arjeeling

）、
北
部
の
シ
ム
ラ（Shim

la

）、
南
の
ニ
ー
ル
ギ
リ

山
地
ウ
ー
テ
ィ
（O

oty

）
な
ど
、
英
領
イ
ン
ド
時
代
の
伝
統
を
も
つ
全
寮
制
の
私
立
学
校
で
学
ぶ
。
こ
こ
に

は
初
等
教
育
か
ら
始
ま
る
典
型
的
な
少
数
エ
リ
ー
ト
養
成
の
理
念
と
シ
ス
テ
ム
が
続
い
て
い
る
【
写
真
番
号

　 9
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写真：スクールバスの通学風景
撮影：著者
場所：コルカタ市

01
001

〜
　

＊

007

）】　
。
教
育
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
、
高
等
教
育
は
国

家
教
育
政
策
の
基
本
で
あ
る
。
教
育
シ
ス
テ
ム
の
頂
点
に
位
置

す
る
大
学
教
育
は
今
日
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
を
色
濃
く
残
し

て
い
る
。

　
わ
た
く
し
は
一
九
七
〇
〜
七
一
年
、
一
学
年
度
を
マ
ド
ラ
ス

大
学
構
成
コ
レ
ッ
ジ（
学
寮
）の
一
つ
、マ
ド
ラ
ス
・
ク
リ
ス
チ
ァ

ン
・
コ
レ
ッ
ジ
に
招
聘
教
授
と
し
て
十
六
名
の
経
済
学
修
士
課

程
の
授
業
を
担
当
し
た
経
験
が
あ
る
。
南
イ
ン
ド
最
古
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
レ
ッ
ジ
（
一
八
三
七
年
創
立
）
。

ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
植
民
地
化
が
進
む
な
か
、
エ
リ
ー

ト
教
育
の
中
心
機
関
と
し
て
マ
ド
ラ
ス
に
誕
生
し
た
。
わ
が
国

の
明
治
維
新
の
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
一
八
五
七
年
、
ロ
ン
ド

*

各
章
で
写
真
番
号
と
あ
る
の
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
「
開
発
途
上
国
の
フ
ォ
ト
・
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
」「
一
九
九
〇
年
代
の
イ
ン
ド
社
会
の
子
供
た
ち
」（
筆
者
写
真
提
供
）
に
お
け
る
各
写
真
の
番
号
を
示
す
。
本
書
に
掲
載

し
た
写
真
と
と
も
に
ご
参
照
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。http://d-arch.ide.go.jp

/photo
archive/India/children

/
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か

写真：マドラス大学（1857 年創立）
撮影：加藤昭雄氏
提供：アジア経済研究所図書館　開発途上国フォト・アーカイブス
　　　インド「1960 年のインド：「変化」の予兆を写す」収録

ン
大
学
を
モ
デ
ル
と
す
る
マ
ド
ラ
ス
大
学
が

創
設
さ
れ
、
そ
の
大
学
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す

る
コ
レ
ッ
ジ
の
一
つ
と
な
る
。

　
コ
レ
ッ
ジ
の
教
育
機
能
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
科
目
編
成
）
や
シ
ラ
バ
ス
（
講
義
概
要
）
は
こ

の
大
学
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
統
一
さ
れ
、
コ

レ
ッ
ジ
は
授
業
と
学
寮
・
学
生
の
指
導
な
ど

教
育
行
政
に
あ
た
る
。
十
九
世
紀
ロ
ン
ド
ン

大
学
の
シ
ス
テ
ム
を
と
る
。
学
位
審
査
に
は

必
ず
学
外
審
査
委
員
を
加
え
る
こ
と
、
ま
た
、

学
生
の
日
常
生
活
は
原
則
と
し
て
学
寮
に
所

属
し
、
教
員
が
寮
監
と
し
て
指
導
に
当
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
わ
た
く
し
も
そ
の
例
外

で
は
な
く
、
学
外
審
査
委
員
と
寮
監
を
勤
め

た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
と
ボ
ン
ベ
イ
の
各
都
市
に
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も
同
様
の
最
高
学
府
の
大
学
シ
ス
テ
ム
が
相
次
い
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
最
高
学
府
へ
の
道
は
初
等
教
育
の

選
別
か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。
経
済
的
に
裕
福
な
家
庭
の
子
弟
に
限
ら
れ
た
狭
き
門
で
あ
る
。
院
生

達
は
広
く
南
イ
ン
ド
各
地
か
ら
集
ま
り
、
女
子
四
名
は
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
修
道
会
運
営
の
小
・
中
一
貫

教
育
を
受
け
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
の
一
人
は
ニ
ー
ル
ギ
リ
山
地
避
暑
都
市
ウ
ー
テ
ィ
の
伝
統
あ
る
学

寮
の
出
身
で
あ
っ
て
、
い
つ
も
分
厚
い
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
英
語
辞
典
を
小
脇
に
か
か
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を

持
ち
歩
い
て
い
た
。
そ
れ
が
十
九
世
紀
末
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
こ
れ

が
抜
群
の
優
れ
た
英
語
力
の
源
泉
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
。
男
子
も
ま
た
、
英
語
教
育
の
私
学
一
貫
校
の

出
身
、
一
人
の
ケ
ー
ラ
ラ
州
出
身
者
は
島
一
つ
を
所
有
す
る
超
資
産
家
（
大
地
主
）
、
ま
た
多
く
は
、
高
級

官
吏
、
会
社
経
営
者
な
ど
の
親
を
持
つ
。
こ
こ
に
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
も
の
だ
け
に
許
さ
れ
る
高
等
教

育
へ
の
道
が
あ
る
。
二
十
世
紀
に
入
る
と
北
イ
ン
ド
を
中
心
に
新
構
想
大
学
が
地
方
都
市
に
も
拡
大
さ
れ
、

さ
ら
に
独
立
後
に
は
ア
メ
リ
カ
型
の
専
門
性
重
視
の
大
学
院
大
学
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
ド
工

科
大
学
院
（Indian

Institute
ofTechnology

）
や
イ
ン
ド
経
営
大
学
院
（Indian

Institute
ofM

anagem
ent

）

な
ど
、
世
界
標
準
の
高
度
な
知
識
と
教
養
を
有
す
る
人
材
の
養
成
機
関
と
し
て
優
れ
た
実
績
を
も
つ
。
と

こ
ろ
で
、
独
立
後
半
世
紀
以
上
を
経
過
し
た
今
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
制
度
疲
労
が
指
摘
さ
れ
始
め
た
。
高

等
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
非
抑
圧
者
に
対
す
る
機
会
均
等
を
保
障
す
る
入
学
枠
優
遇
制
度
が
大
学
の

12 　
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か

質
を
劣
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
初
等
教
育
は
そ
も
そ
も
の
初
め
か
ら
ま
っ
た
く
教
育
政
策
の
基
本

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
今
日
最
も
注
目
さ
れ
る
教
育
改
革
の
論
点
と
な
っ
て
い
　（

２
）

る
。　

　
英
領
イ
ン
ド
時
代
か
ら
継
承
し
た
教
育
の
シ
ス
テ
ム
は
イ
ン
ド
独
立
後
も
そ
の
基
本
的
性
格
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
は
な
い
。
少
数
エ
リ
ー
ト
養
成
の
伝
統
的
な
教
育
理
念
と
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
一
面
と
す
れ
ば
、

他
方
、
初
等
教
育
不
在
の
世
界
が
拡
大
し
て
い
る
社
会
が
あ
る
。
イ
ン
ド
政
府
は
市
町
村
・
県
レ
ベ
ル
の

初
等
教
育
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
詳
細
な
教
育
関
連
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
表
し
　（

３
）

た
。　

　
こ
れ
を
通
覧
す
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
初
等
教
育
は
質
・
量
と
も
に
停
滞
の
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
新
た
な
学
校
・
学
級
の
増
設
は
進
ん
で
い
な
い
。
予
算
の
規
模
も
伸
び
が
見
ら
れ
な
い
。
学
年

度
の
構
成
は
州
に
よ
り
多
少
異
な
る
が
、
大
部
分
の
州
で
は
一
年
次
か
ら
五
年
次
を
小
学
低
学
年
、
ま
た
、

六
年
次
か
ら
八
年
次
ま
で
を
小
学
高
学
年
と
区
分
す
る
。
教
員
配
置
や
学
校
施
設
・
予
算
の
配
分
が
異
な

る
。
予
算
負
担
の
区
分
か
ら
は
公
立
と
私
学
に
、
さ
ら
に
農
村
立
地
と
都
市
立
地
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
標
、
つ
ま
り
教
員
配
置
、
都
市
・
農
村
立
地
、
生
徒
数
の
年
次
別
推
移
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と

が
言
え
る
。
四
つ
の
事
例
調
査
地
域
に
つ
い
て
の
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
な
か
で
扱
う
が
、
こ
こ
で

は
一
般
的
な
傾
向
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

①
　
新
入
学
齢
期
（
五
〜
六
歳
）
児
童
数
は
人
口
推
計
（
国
勢
調
査
）
（
二
〇
〇
一
年
）
の
数
値
が
、「
教
育
実
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態
報
告
」
の
そ
れ
を
最
大
二
五
〜
三
〇
％
ほ
ど
上
回
る
。
た
と
え
ば
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
農
村
部
（D

istrict

と
し
て
扱
う
）
の
五
〜
六
歳
人
口
約
五
万
人
中
、
約
三
万
人
強
し
か
就
学
し
て
い
な
い
。
推
定
二
万
人
弱

の
子
ど
も
達
は
教
育
統
計
（
就
学
）
に
現
れ
な
い
。
統
計
上
、「
姿
を
見
せ
な
い
」
子
ど
も
達
は
、
い
わ

ゆ
る
「
不
就
学
児
童
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
計
算
と
な
る
。
就
学
統
計
は
各
小
学
校
の
報
告
に

基
づ
く
も
の
で
、
児
童
労
働
の
範
疇
に
あ
る
子
ど
も
達
と
し
て
扱
わ
れ
る
根
拠
で
も
あ
る
。

②
　
低
学
年
の
「
学
業
放
棄
」、
い
わ
ゆ
る
ド
ロ
ッ
プ
・
ア
ウ
ト
の
傾
向
は
農
村
部
ほ
ど
、
そ
し
て
小
学
低

学
年
ほ
ど
高
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
学
業
を
放
棄
の
子
ど
も
達
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
児
童
労
働
予
備
軍
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
ジ
ュ
ン
ジ
ュ
ヌ
県
の
場
合
（
本

文
三
章
「
タ
ー
ル
砂
漠
の
児
童
労
働
」
の
事
例
）
、
一
年
次
入
学
者
六
八
〇
〇
一
人
は
二
年
次
進
級
時
に
は

五
五
一
三
四
人
、
実
に
一
万
三
千
人
が
学
級
か
ら
消
え
た
の
で
あ
る
。
小
学
低
学
年
最
後
の
五
年
次
に

は
四
六
三
三
九
人
、
合
計
二
万
人
強
の
子
ど
も
が
学
校
か
ら
消
え
た
計
算
と
な
る
。
政
府
統
計
か
ら
姿

を
消
し
た
児
童
労
動
の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。
詳
細
は
付
属
資
料
「
教
育
に
関
す
る
指
標
」
を
参
照
。

③
　
小
学
低
学
年
ク
ラ
ス
の
教
育
環
境
は
都
市
、
農
村
を
問
わ
ず
、
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

農
村
部
は
劣
悪
を
極
め
る
。
た
と
え
ば
、
ウ
デ
ィ
ピ
県
（
本
文
六
章
収
録
）
の
事
例
。
人
口
百
十
一
万
、

村
落
数
二
五
七
カ
村
に
学
校
数
九
四
四
校
が
あ
る
。
お
よ
そ
一
村
に
四
校
弱
あ
る
計
算
と
な
る
。
し
か

14 　
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か

し
、
低
学
年
で
は
「
ひ
と
つ
の
教
室
だ
け
」
の
学
校
が
全
体
の
六
・
五
％
、
ま
た
、「
先
生
一
人
だ
け
」

の
学
校
が
、
一
八
・
五
％
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
屋
外
の
青
空
教
室
で
あ
ろ
う
。
地
域
全
体
で
は
低
学
年

で
は
教
員
の
数
は
平
均
二
・
二
人
、
高
学
年
六
・
六
人
の
学
校
規
模
に
な
る
。
さ
ら
に
水
道
飲
料
水
の

設
備
、
女
児
用
ト
イ
レ
の
有
無
、
教
室
の
教
材
の
有
無
（
と
く
に
黒
板
）
な
ど
の
統
計
が
あ
る
が
現
実
は

暗
澹
た
る
有
様
と
い
え
る
。
教
育
の
質
・
量
と
も
に
子
ど
も
達
は
い
ま
だ
そ
の
恩
恵
を
う
け
る
こ
と
は

な
く
、
独
立
以
来
六
十
年
を
経
過
し
た
の
で
あ
る
。
人
間
の
一
生
に
匹
敵
す
る
長
い
年
月
で
あ
る
。

　
初
等
教
育
の
「
機
会
欠
乏
」
と
い
う
現
象
は
本
書
が
対
象
と
す
る
四
事
例
地
域
ば
か
り
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
北
ビ
ハ
ー
ル
州
一
帯
の
最
貧
困
地
域
は
過
去
半
世
紀
の
間
、
教
育
の
拡
充
ど
こ
ろ
か
、
後
退
と

い
う
表
現
が
あ
て
は
ま
る
よ
う
な
状
況
が
進
行
し
て
い
る
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の
北
岸
、
ネ
パ
ー
ル
国
境
に
接

す
る
三
地
域
（
県
）
の
「
不
就
学
児
童
数
」
と
「
学
業
放
棄
」
の
現
実
を
見
る
。
な
ん
ら
か
の
形
態
の
児
童

労
働
人
口
と
考
え
て
よ
い
。
零
細
農
業
、
ま
た
は
土
地
な
し
農
民
が
多
く
、
子
ど
も
達
は
親
と
と
も
に
季

節
労
働
に
従
事
す
る
。
こ
の
地
一
帯
は
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
が
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ガ
ン
ジ

ス
川
対
岸
平
野
部
の
稲
作
農
業
、
さ
ら
に
は
小
規
模
な
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
な
ど
の
家
内
工
業
に
副
業
労
働

の
活
路
を
見
出
す
こ
と
が
多
い
。
出
稼
ぎ
の
子
ど
も
達
が
多
い
最
貧
困
の
地
の
一
つ
で
あ
る
。
わ
た
く
し
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が
最
初
に
訪
れ
た
一
九
六
〇
年
、
そ
し
て
三
十
年
後
の
一
九
九
一
年
、
そ
こ
に
は
変
わ
ら
な
い
停
滞
と
貧

困
の
農
民
の
姿
が
あ
つ
た
。
そ
の
背
後
に
は
「
教
育
の
貧
困
」
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
表
１
に
示
す
指
標

を
一
瞥
す
れ
ば
い
か
に
子
ど
も
の
教
育
機
会
が
欠
乏
し
て
い
る
か
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地
域
の

大
規
模
な
「
不
就
学
児
童
労
働
」
の
存
在
が
四
章
「
ガ
ン
ジ
ス
平
野
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
―――
ミ
ル
ザ
プ
ル
・

バ
ー
ド
イ
村
の
ド
ゥ
ー
リ
ー
（D

hurries

）
織
り
」
の
背
景
に
あ
る
「
教
育
の
貧
困
」
の
現
実
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。

　
表
１
に
示
さ
れ
る
「
教
育
の
貧
困
」
は
こ
の
地
域
の
経
済
的
・
社
会
的
後
進
性
と
表
裏
一
体
の
関
係
に

あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
同
義
語
と
解
し
て
も
決
し
て
誇
張
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
完
全
に
初
等
教

育
の
機
会
が
奪
わ
れ
、
強
制
さ
れ
た
仕
事
に
就
く
状
態
の
子
ど
も
達
、
い
わ
ゆ
る
「
不
就
学
児
童
労
働
」

の
存
在
が
際
立
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
初
等
教
育
を
受
け
て
い
な
い
、
い
や
、
受
け
ら
れ
な
い

五
歳
〜
十
四
歳
児
童
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
多
く
が
「
債
務
労
働
」
に
従
事
す
る
子
ど
も
達
と
い
わ

れ
る
。
か
れ
ら
は
例
外
な
く
貧
困
の
カ
ー
テ
ン
に
閉
ざ
さ
れ
た
「
飢
餓
的
状
態
の
貧
困
」
か
ら
脱
出
で
き

な
い
家
庭
の
子
ど
も
達
で
あ
る
。
さ
ら
に
都
市
の
ス
ラ
ム
居
住
者
、
路
上
生
活
者
、
そ
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る

雑
業
に
従
事
す
る
人
々
、
ま
た
、
農
村
部
に
あ
っ
て
は
土
地
を
持
た
な
い
膨
大
な
規
模
の
農
民
層
、
そ
の

多
く
は
「
生
存
限
界
」
ぎ
り
ぎ
り
に
生
き
る
人
々
で
あ
る
【
写
真
番
号
　
サ
ー
カ
ス
村
の
子
ど
も
達01

019,020,
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か

表１. 　ビハール北部地域（県）の初等教育関連統計　 2005～06 年度

県名（District） 1. Champaran 県 2. Darbhanga 県 3. Madhubani 県
県人口（1,000 人） 3,043 3,296 3,576

識字率 38.9/25.2 44.3/30.8 42.0/26.3

（総合/女性*）(%)

１村あたり小学校 1.7 校 1.9 校 2.7 校
（数）
0～6 歳児人口（%) 21.3 21.1 21.3

小学 2 年進級時の 40 17 26

「学業放棄」**(%)

6 年次進級時の 69 53 50.2

「学業放棄」(%)

注 *女性の識字率の低さは別の指標、女児就学率でみても「不就学児
童」、つまり小学教育の学齢期にいたっても学校に在籍していな
い可能性のあることを意味する。

　**小学 2 年進級時の「学業放棄」率の読み方には統計上、二つの含
意がある。①小学 1 年入学年齢に達しても未登録・不在の子ども
は「未就学」生徒の扱いとして 1 年次在籍定数のなかに入れる。
②学籍上、2 年次進級時点で「学業放棄」扱いとして児童数の現
員統計を作成する。したがって、この統計数値には 2 年次進級時
点でなんらかの理由によって「学業放棄」をする子ども、そして
そもそも小学 1 年に入学していない、いわゆる「不就学児童」の
両者を含むものと解するのが現実に近い。いずれにしても、きわ
めて高い数値であることに変わりない。

出所：筆者推計。人口推計（2005～06）および就学統計データベース
は前記 District Elementary Education Report Card (2005–06) による。

027

、
都
市
雑
業
の
子
ど
も
達

01
021

〜023,01
038,039

、

放
棄
児
童01

029,030

】
。

　
わ
た
く
し
が
行
っ
た
ビ

ハ
ー
ル
州
ア
ラ
ー
県
農
村

で
の
聞
取
り
調
査
で
は
土

地
保
有
基
準
で
み
る
と
、

平
均
一
エ
ー
カ
ー
以
下
の

農
地
保
有
は
生
存
限
界
の

ぎ
り
ぎ
り
に
位
置
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
農
業
以
外

の
収
入
が
不
可
欠
と
な

る
。
現
実
は
「
土
地
な
し

農
民
」
で
あ
り
、
農
地
と

い
う
資
産
の
有
無
が
児
童
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労
働
を
生
み
出
す
家
庭
内
の
経
済
的
条
件
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
土
地
所
有
制
度
や
農
村
金
融
の

制
度
・
慣
行
な
ど
の
暴
力
的
搾
取
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
農
民
の
宿
命
で
も
あ
る
。
独
立
以
来
、

半
世
紀
を
経
て
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
病
根
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
飢
餓
的
貧
困
」
状
態
と
称
し
て

も
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
。

　
家
族
の
す
べ
て
が
一
日
を
生
き
る
た
め
に
働
き
に
出
る
。
稼
ぎ
は
す
べ
て
そ
の
日
の
生
活
の
た
め
に
消

費
す
る
。
こ
の
よ
う
な
収
入
水
準
で
は
借
金
が
発
生
す
る
と
「
債
務
労
働
」
と
い
う
形
態
の
、
強
制
を
と

も
な
う
人
身
売
買
が
必
至
と
な
る
。
そ
の
実
態
を
現
代
の
「
奴
隷
労
働
」
と
指
摘
す
る
報
告
も
あ
る
。
前

渡
し
金
を
担
保
と
す
る
有
期
雇
用
契
約
で
あ
る
。
児
童
労
働
に
不
可
避
の
雇
用
調
達
慣
行
で
あ
る
。
調
査

事
例
で
は
例
外
な
く
こ
の
債
務
労
働
の
実
態
を
見
る
。
シ
バ
カ
シ
村
で
見
た
、
あ
る
契
約
書
は
前
渡
し
金

に
掛
け
る
金
利
の
条
件
は
毎
年
、
お
互
い
の
合
意
に
基
づ
い
て
決
め
る
、
と
あ
る
。「
現
在
の
必
要
」
が
問

題
で
あ
っ
て
数
年
先
の
利
子
支
払
い
を
含
む
返
済
総
額
は
二
の
次
の
配
慮
と
な
る
。
今
の
生
活
が
必
要
と

す
る
の
で
あ
る
。
工
場
に
働
く
子
ど
も
達
は
手
取
り
賃
金
か
ら
前
渡
し
金
の
返
済
分
が
差
し
引
か
れ
、
残

る
わ
ず
か
な
収
入
額
を
親
元
に
渡
す
こ
と
に
な
　（

４
）

る
。　

　
教
育
機
会
の
偏
在
と
増
大
す
る
児
童
労
働
の
現
実
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
の
は
や
っ
と
、
九
〇
年
代
初

め
経
済
自
由
化
政
策
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
が
世
界
経
済
と
の
接
点
を
見
出
し
た
こ
ろ
で
あ
る
。
世
界
市
場
に
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顔
を
見
せ
始
め
た
イ
ン
ド
の
輸
出
産
品
、
た

と
え
ば
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
宝
石
装
身
具
、
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
い
テ
キ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
軽
工

業
品
の
す
べ
て
が
児
童
労
働
の
産
物
と
い
う

こ
と
に
世
界
が
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン

ド
ン
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
祭
り
の
夜

空
を
彩
る
花
火
さ
え
も
が
南
イ
ン
ド
、
シ
バ

カ
シ
村
の
産
物
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
子
ど
も
達
と
は
「
不
就
学
児

童
労
働
」
の
顔
を
も
つ
こ
と
に
驚
き
の
目
を

見
張
っ
た
。
就
学
年
齢
未
満
の
「
幼
児
労
働
」

の
存
在
も
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ

国
内
外
の
厳
し
い
声
が
沸
き
起
こ
る
よ
う
に

な
る
。
わ
が
国
で
は
託
児
所
や
幼
稚
園
の
幼

児
の
年
齢
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
姿
は
本
文
の
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随
所
で
紹
介
し
て
い
る
【
写
真
番
号05

047,02
027,02

030,02
031,02

041

】
。

　
Ｖ
・
Ｓ
・
ナ
イ
ポ
ー
ル
の
表
現
を
使
え
ば
、
イ
ン
ド
の
歴
史
上
は
じ
め
て
誕
生
し
た
中
心
的
意
思
、
中
心

的
知
性
、
国
家
的
理
念
と
は
無
縁
の
世
界
が
進
展
し
て
い
た
。
冒
頭
に
掲
げ
た
、
憲
法
が
保
障
す
る
「
す

べ
て
の
国
民
の
尊
厳
」
と
「
子
ど
も
の
権
利
」
は
な
ぜ
、
空
文
の
ま
ま
半
世
紀
を
経
過
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
不
就
学
児
童
労
働
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
問
い
直
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
社
会
問
題
が
発
生

し
た
の
で
あ
る
。
二
つ
の
立
場
な
い
し
考
え
方
が
あ
る
。

　
一
つ
は
市
場
主
義
の
「
不
就
学
児
童
労
働
」
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
そ
の
根
源
に
あ
る
貧
困
と
い
う
経

済
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
、
至
極
当
然
な
結
論
に
至
る
政
策
論
が
主
流
を
占
め
る
。
こ

こ
で
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
「
貧
困
と
不
就
学
の
相
関
」
仮
説
と
呼
ぶ
。
こ
れ
を
家
計
レ
ベ
ル
で
見
る

と
収
入
（
所
得
）
を
増
や
し
、
子
ど
も
に
教
育
を
受
け
さ
せ
（
投
資
）
、
将
来
、
不
自
由
の
な
い
稼
ぎ
（
教

育
投
資
の
便
益
）
を
期
待
す
る
、
こ
う
し
た
一
見
、
合
理
的
と
も
み
え
る
資
源
の
配
分
と
選
択
の
行
動
を
前

提
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
国
家
教
育
政
策
と
し
て
は
従
来
の
教
育
投
資
理
論
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
政
策

を
論
じ
る
、
い
わ
ゆ
る
近
代
化
論
の
論
理
で
も
あ
る
【
写
真
番
号01

032

〜034

】
。
そ
の
代
表
的
な
論
者
と

し
て
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
、
マ
イ
ロ
ン
・
ワ
イ
ナ
ー
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
現
実
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
べ
き
合
理
性
を
こ
そ
検
討
し
直
す
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
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い
　（

５
）

る
。　も
う
一
つ
は
「
子
ど
も
の
人
権
」
と
い
う
見
方
だ
。
教
育
を
受
け
る
権
利
、
搾
取
を
受
け
な
い
権
利

を
普
遍
的
な
価
値
基
準
と
す
る
見
方
が
そ
う
で
あ
る
。
不
就
学
児
童
労
働
の
経
済
的
原
因
は
そ
の
背
後
に

存
在
す
る
社
会
的
・
文
化
的
障
壁
で
あ
り
、
子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
奪
う
「
貧
困
の
文
化
」
や

「
子
ど
も
観
」
に
こ
そ
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
立
場
の
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
機
会

の
欠
乏
と
貧
困
の
相
関
」
仮
説
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
開
発
論
の
系
譜
か
ら
見
る
と
一
種
ラ
デ
ィ
カ
ル

な
流
派
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
ド
の
現
実
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
と
き
、
こ
の
見
方
に
意
味
あ

る
政
策
の
処
方
箋
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
【
写
真
番
号01

015

〜018

】
。
な
ぜ
な
ら
、
か
れ
ら

の
大
部
分
は
最
下
層
の
「
指
定
カ
ー
ス
ト
」、「
指
定
ト
ラ
イ
ブ
」
な
ど
、
経
済
的
、
社
会
的
に
弱
者
の
階

層
に
属
す
る
人
達
か
ら
成
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
市
場
の
変
化
・
進
展
の
過
程
に
参
入
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
生
活
の
向
上
、
福
祉
の
増
大
と
は
無
縁
の
貧
困
状
態
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

よ
う
な
経
済
的
困
窮
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
現
地
に
見
る
と
き
、
児

童
労
働
の
存
在
自
体
が
、
あ
る
特
定
の
文
化
の
表
現
で
は
な
い
か
と
い
う
、
と
も
す
れ
ば
危
険
な
「
文
化

相
対
主
義
」
の
極
論
に
陥
る
危
険
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
は
た
と
え
ば
、
前
掲
の
マ
イ
ロ
ン
・
ワ
イ

ナ
ー
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
シ
バ
カ
シ
村
児
童
労
働
の
現
実
を
目
に
し
て
イ
ン
ド
文
化
そ
の
も
の
に
対
す

る
批
判
、
そ
の
根
幹
を
な
す
宗
教
的
エ
ト
ス
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
そ
の
も
の
へ
の
批
判
と
な
る
。
し
か
し
、

　 21



1 : 2010/1/7(16:36)

こ
の
感
覚
と
分
析
の
視
角
は
別
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
く
し
自
身
も
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
つ
と
き
、

し
ば
し
ば
、
こ
の
よ
う
な
見
方
に
共
感
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
こ
の
よ
う
な

見
方
、
つ
ま
り
、
極
端
な
文
化
相
対
主
義
の
陥
り
や
す
い
レ
ト
リ
ッ
ク
を
排
し
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
に

子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
実
の
世
界
を
理
解
し
よ
う
と
思
う
。
本
書
が
と
り
あ
げ
た
地
域
は
例
外
な
く
経
済

的
に
は
後
進
地
域
に
属
し
、
社
会
的
に
は
カ
ー
ス
ト
階
層
の
最
低
位
に
区
分
さ
れ
る
人
々
が
住
む
と
こ
ろ

で
あ
る
。
な
ぜ
、
経
済
的
に
は
貧
し
く
日
々
を
飢
え
、
な
ぜ
、
社
会
的
に
は
絶
え
ず
偏
見
と
差
別
の
風
を

身
に
受
け
、
な
ぜ
、
子
ど
も
を
劣
悪
な
労
働
環
境
の
な
か
に
送
り
込
む
の
か
。
だ
れ
も
が
こ
の
社
会
の
実

像
に
向
か
い
合
う
と
き
に
気
の
重
く
な
る
よ
う
な
、
自
問
が
あ
る
。
子
ど
も
達
を
襲
う
厳
し
い
現
実
を
目

の
前
に
し
て
わ
た
く
し
も
ま
た
、
絶
望
的
な
気
持
ち
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
面
が
度
々
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
表
現
す
る
の
に
あ
る
文
化
人
類
学
の
研
究
者
は
「
貧
困
の
文
化
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
使
う
こ

と
に
躊
躇
し
な
　（

６
）

い
。　し
か
し
、
わ
た
く
し
は
こ
の
、
文
化
相
対
主
義
の
、
あ
ま
り
に
も
絶
望
的
で
、
危
険
な

思
惟
方
法
に
組
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
た
く
し
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
は
児
童
労
働
を
、
二
つ
の

相
関
仮
説
、
つ
ま
り
「
貧
困
と
不
就
学
」
と
「
機
会
の
欠
乏
と
貧
困
」
の
理
論
的
枠
組
み
の
中
で
観
察
す

る
こ
と
に
あ
る
。
前
者
の
問
題
領
域
は
子
ど
も
を
労
働
に
追
い
込
む
家
計
水
準
、
飢
餓
的
状
況
に
あ
る
収

入
・
生
活
水
準
の
実
際
、
ま
た
後
者
の
そ
れ
は
社
会
的
・
経
済
的
機
会
の
偏
在
や
欠
乏
、
と
く
に
「
教
育
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か

機
会
の
貧
困
」
の
実
態
そ
し
て
貧
困
の
累
積
過
程
な
ど
、
が
中
心
テ
ー
マ
と
な
る
。

三
　
現
地
実
態
調
査
―――
児
童
労
働
の
地
を
ゆ
く

　
不
就
学
児
童
労
働
の
実
態
調
査
は
、
一
九
九
五
〜
九
八
年
の
間
、
毎
年
酷
暑
の
季
節
が
訪
れ
る
二
月
末

か
ら
ほ
ぼ
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
。
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
の
、
四
年
間
に
及
ぶ
現
地
調
査

で
あ
る
。

１
　
対

象

地

域

　
集
中
的
に
取
り
上
げ
た
四
地
域
は
（
１
）
南
イ
ン
ド
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
（Tam

ilN
adu

）
シ
バ
カ

シ
村
・
市
・
県
（Sivakasi

）
、
（
２
）
南
イ
ン
ド
、
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
（K

arnataka

）
ウ
デ
ィ
ピ
（U

dipi

）

市
・
県
お
よ
び
周
辺
農
村
部
、
（
３
）
北
イ
ン
ド
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
（R

ajasthan

）
ジ
ャ
イ
プ
ル
県
、

シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
地
域
（Shekhavati

）
、
そ
し
て
（
４
）
東
イ
ン
ド
、
西
ベ
ン
ガ
ル
州
（W

estB
engal

）
コ

ル
カ
タ
市
（K

olkata

）
シ
ア
ル
ダ
ー
地
区
（Sealdah
）
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
短
期
間
で
は
あ
る
が
ウ
ッ
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タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
州
（U

ttar
P

radesh

）
ミ
ル
ザ
プ
ル
県
（M

irzapur

）
バ
ー
ド
イ
村
（B

hadohi

）
が
あ

る
。
こ
こ
に
い
う
地
域
と
は
広
く
行
政
上
の
区
分
、
州
に
つ
ぐ
県
の
人
口
単
位
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
理
的
地
域
の
範
囲
は
巻
頭
に
掲
げ
る
「
児
童
労
働
の
地
　
分
布
地
図
」
を
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
こ
れ
ら
四
地
域
は
教
育
、
言
語
、
文
化
、
社
会
構
成
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
産
業
の
構
成
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ
る
。
ま
さ
に
多
様
性
と
は
何
か
を
象
徴
す
る
地
域
の
事
例
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
「
表

２
」
は
、
（
１
）
教
育
言
語
、
（
２
）
識
字
率
、
（
３
）
教
育
機
会
（
注
記
３
）
な
ど
四
地
域
に
つ
い
て
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
若
干
の
補
足
を
す
る
と
、
初
等
教
育
で
使
用
す
る
言
葉
は
広
く
地
域
に
分
布
す
る
言
語
に
対
応
す
る
が
家

族
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
背
景
が
授
業
選
択
の
決
め
手
と
な
る
。
母
語
と
呼
ん
で
も
よ
い
。
ど
の
地
域
を
と
っ

て
も
ま
ず
、
母
語
を
学
び
、
つ
ぎ
に
州
公
用
語
ま
た
は
、
全
国
共
通
の
公
用
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
ま
た
は
英
語

へ
と
進
む
言
語
習
得
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
低
学
年
段
階
で
の
学
業
放
棄
は
子
ど
も
の
言
語
習

得
の
機
会
を
中
断
す
る
結
果
と
な
る
。

　
つ
ぎ
に
地
名
の
名
称
に
つ
い
て
、
シ
バ
カ
シ
村
は
現
在
、
町
単
位
の
呼
称
と
な
り
、
ま
た
行
政
区
域
再

編
成
に
よ
り
県
名
は
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ナ
ガ
ル
（Virudhunagar

）
と
な
る
。
主
要
都
市
名
に
つ
い
て
は
、
カ
ル

カ
ッ
タ
市
は
二
〇
〇
一
年
、
コ
ル
カ
タ
市
に
、
ボ
ン
ベ
イ
市
は
一
九
九
五
年
、
ム
ン
バ
イ
市
に
、
そ
し
て
、
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か
表
２

.　
４
事
例
地
域
の
言
語
・
識
字
率
：
比
較
一
覧
（

2001
年
）

地
域

地
域
言
語

教
育
言
語

*
識
字
率

**男
子

女
子

1
シ
バ
カ
シ
県

タ
ミ
ル
語

1
位
：
タ
ミ
ル
語

73.7%
84.56%

63.6%
2
位
：
英
語

（
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
平
均
）

（
73.47%

）
（

82.33%
）
（

64.55%
）

2
(1)ジ

ュ
ン
ジ
ュ
ヌ
（
県
）
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー
ニ
ー
語

1
位
：
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

73.61%
61%

60.1%
2
位
：
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー
ニ
ー
語

3
位
：
英
語

4
位
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

（
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
平
均
）

（
61.03%

）
（

46%
）

（
44.34%

）
(2)ジ

ャ
イ
プ
ル
（
市
）

1
位
：
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

70.63%
83.58%

56.18%
2
位
：
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー
ニ
ー
語

3
位
：
英
語

4
位
：
グ
ジ
ャ
ラ
ー
テ
ィ
ー
語

3
コ
ル
カ
タ

1
位
：
ベ
ン
ガ
リ
ー
語

81.31%
84.07%

77.95%
( 西
ベ
ン
ガ
ル
州
平
均
）

（
69.22%

）
（

77.58%
）
（

60.22%
）

4
ウ
デ
ィ
ビ
（
県
）

カ
ン
ナ
ダ
語

1
位
：
カ
ン
ナ
ダ
語

79.87%
88.59%

74.02%
2
位
：
英
語

3
位
：
ウ
ル
ド
語

4
位
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

（
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
平
均
）

（
67.04%

）
（

70.9%
）

（
57.45%

）
注

*教
育
言
語
：
初
等
教
育
低
学
年
（
ク
ラ
ス
１
～
４
）
と
高
学
年
（
ク
ラ
ス
５
～
６
）
ご
と
に
入
学
時
に
選
択
す
る
授
業
の
使
用
言
語
を
い
う
。

**識
字
率
：
県
単
位
の
平
均
、
男
女
別
数
値
。

2001
年
国
勢
調
査
に
よ
る
。

3.教
育
機
会
：
０
～
６
才
人
口
と
公
立
小
学
校
数
の
比
。
他

に
「
指
定
カ
－
ス
ト
」
や
「
指
定
ト
ラ
イ
ブ
（
部
族
）」
の
優
先
入
学
枠
の
有
無
な
ど
を
加
味
す
る
。
私
立
校
は
除
く
。
こ
れ
は
本
文
地
域
ご

と
に
別
記
す
る
。

出
所
：
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

D
istrict

E
lem

entary
E

ducation
R

eport
C

ard:
2005-06,

N
ational

U
niversity

of
E

ducational
Planning

and
A

dm
inistration,N

ew
D

elhi に
よ
る
。
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マ
ド
ラ
ス
市
は
一
九
九
六
年
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
市
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
変
更
し
た
。
た
だ
し
、
歴
史
上
の
記

述
に
つ
い
て
は
旧
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
現
地
調
査
と
叙
述
の
内
容
が
都
市
名
変
更
の
前
後

期
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
旧
称
を
併
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
（
現
コ
ル
カ
タ
）
、

ボ
ン
ベ
イ
（
現
ム
ン
バ
イ
）
、
そ
し
て
、
マ
ド
ラ
ス
（
現
チ
ェ
ン
ナ
イ
）
。

２
　
調
査
の
方
法
論

　
子
ど
も
達
が
働
く
空
間
的
地
域
に
着
目
し
、
男
児
や
女
児
が
移
動
し
作
業
に
つ
く
地
理
的
範
囲
と
言
葉

や
習
慣
が
共
通
な
生
活
圏
に
調
査
の
範
囲
を
限
定
す
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
的
、
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
特

定
の
地
理
的
地
域
が
あ
り
、
そ
こ
に
成
立
す
る
き
わ
め
て
断
片
的
、
か
つ
部
分
的
な
「
労
働
市
場
」
が
あ

る
。
こ
こ
に
調
査
・
分
析
の
視
点
を
置
く
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
市
場
」
の
経
済

分
析
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
第
二
章
「
シ
バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
工
女
」
の
事
例
の
な
か

で
要
点
を
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
問
題
設
定
を
す
る
に
留
め
た
い
。
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①
な
ぜ
、
児
童
労
働
を
必
要
と
す
る
の
か

　
児
童
に
対
す
る
「
労
働
市
場
」
は
存
在
す
る
の
か
。
本
格
的
な
実
証
的
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
理

由
の
一
つ
に
は
、
そ
の
概
念
化
自
体
が
倫
理
性
を
欠
く
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
問
題
が
あ
る
。
二
つ
に
は
、

そ
も
そ
も
「
労
働
市
場
」
成
立
の
実
証
性
を
検
証
で
き
る
か
、
と
い
う
調
査
上
の
困
難
が
あ
る
。
労
働
市
場

成
立
の
要
件
の
一
つ
、
労
働
の
移
動
性
は
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
る
。
二
章
「
シ
バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
工

女
」
の
事
例
は
日
常
の
生
活
圏
内
に
限
定
さ
れ
る
。
広
く
て
も
同
じ
言
語
圏
内
に
留
ま
る
。
三
章
「
タ
ー

ル
砂
漠
の
児
童
労
働
」
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
全
土
に
広
が
る
伝
統
的
な
家
内
工
業
、
あ
る
い
は

地
場
産
業
の
例
も
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
市
場
賃
金
の
決
定
も
成
人
労
働
市
場
の
そ
れ
と
は
著
し
く

性
質
を
異
に
す
る
。
成
人
労
働
に
は
法
律
の
定
め
る
最
低
賃
金
水
準
が
目
安
で
あ
る
。
全
国
規
模
を
誇
る

労
働
組
合
組
織
を
背
景
に
す
る
労
働
者
の
賃
金
交
渉
力
が
あ
る
。
子
ど
も
を
例
外
的
に
認
め
る
場
合
の
最

低
賃
金
法
は
あ
る
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
意
味
を
持
た
な
い
。
そ
も
そ
も
、
市
場
賃
金
は
成
立
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
子
ど
も
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
と
は
債
務
労
働
の
弁
済
コ
ス
ト
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
成
人

労
働
と
の
代
替
関
係
も
成
立
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
持
つ
児
童
労
働
の
存
在
は
逆
に
、
成
人
労
働
の

市
場
に
多
大
の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
皮
肉
な
現
象
を
生
む
よ
う
に
な
る
。
成
人
労
働
者
の
賃
金
率
を
下
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方
に
引
き
下
げ
る
圧
力
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
家
計
は
子
ど
も
の
労
働
に
恒
常
的
に
依
存
す
る
と
い
う
貧

困
の
悪
循
環
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
シ
バ
カ
シ
村
の
経
済
で
あ
り
、
全
土
に
広
が
る
「
児

童
労
働
の
地
」
の
経
済
循
環
構
造
で
あ
る
。

②
ど
の
よ
う
な
雇
用
慣
行
が
児
童
労
働
を
可
能
と
す
る
の
か

　
労
働
の
供
給
面
は
貧
困
分
析
や
社
会
調
査
を
通
じ
て
次
第
に
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
構
造
的
な
特
徴
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
政
策
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
と
な
っ
た
。
シ
バ
カ
シ
村
の
事
例
は

飢
餓
的
貧
困
が
生
み
出
す
労
働
慣
習
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
女
児
労
働
の
雇
用
調
達
と
い
う
、
村

や
地
域
レ
ベ
ル
の
慣
行
や
組
織
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
反
面
、
労
働
の
需
要
面
は
い
ま
だ

に
研
究
の
メ
ス
が
入
っ
て
い
な
い
。
企
業
や
使
用
者
に
対
す
る
規
制
や
禁
止
な
ど
、
労
働
環
境
や
条
件
に

つ
い
て
の
政
策
・
立
法
措
置
が
先
行
し
、「
な
ぜ
、
児
童
労
働
を
必
要
と
す
る
の
か
」
需
要
サ
イ
ド
の
経
済

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
未
熟
練
の
労
働
力
で
あ
る
こ
と
、
前
渡
し
金
弁
済
コ
ス
ト
と

し
て
の
低
賃
金
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
技
術
・
技
能
の
改
善
や
高
度
化
を
、
ま
た
、
成
人
労
働
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
生
産
コ
ス
ト
を
可
能
な
限
り
低
く
抑
え
、
製
品
市
場
の
優
位
性
を
確
保
で
き

る
な
ど
ミ
ニ
マ
ム
コ
ス
ト
の
冷
徹
な
経
済
原
則
が
成
立
す
る
経
済
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
こ
れ
に
加
え
て
、
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か

児
童
労
働
を
前
提
と
す
る
技
術
・
技
能
の
硬
直
性
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
問
題
が
大
き
い
と
考
え
る
。
技

術
進
歩
を
必
要
と
し
な
い
生
産
組
織
が
あ
る
。
第
二
章
「
シ
バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
工
女
」
が
こ
の
問
題
を

扱
う
。

３
　
児
童
労
働
の
統
計

　
「
シ
バ
カ
シ
村
マ
ッ
チ
工
女
の
労
働
者
数
は
」、「
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
工
女
の

数
は
」、「
南
イ
ン
ド
の
ウ
デ
ィ
ピ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
働
く
子
ど
も
の
数
は
」、「
イ
ン
ド
全
土
の
児
童
労
働
の

数
は
」
…
…
量
的
把
握
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
統
計
は
不
正
確
で
あ
り
な
に
も
真
実
を
伝
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
児
童
労
働
の
実
像
は
統
計
と
し
て
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
統
計
の
裏
づ
け
が
な
い
政
策
論

議
が
多
い
。
そ
も
そ
も
、「
児
童
労
働
﹇
禁
止
・
規
制
﹈
法
　
一
九
八
六
」
に
よ
っ
て
法
律
上
、
児
童
労
働

は
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
法
的
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
い
や
、
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う

論
理
が
あ
る
。
こ
れ
が
統
計
の
存
在
し
な
い
理
由
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
全
国
最
大
規
模
の
マ
ッ
チ
製

造
の
産
地
で
あ
る
か
ら
雇
用
統
計
は
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
別
企
業
か
ら
雇
用
統

計
を
提
出
さ
せ
る
法
的
根
拠
が
な
い
。
業
界
団
体
も
同
じ
で
あ
る
。
法
律
で
禁
止
さ
れ
た
児
童
労
働
の
統
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表３.　シバカシ村マッチ工女・諸推計一覧
工女数 推計の根拠（出典）

45,000人 Neera Burra（前掲書）データはマドラス開発研究所調べ
（年次不詳）

40,000人 1981 Report on Child Labour in Indian Industriesデータ（1996
年現在）

33,000人 対象年次1995–95年。タミル・ナードゥ州政府発表値（調査
方法等不明）

30,000人 1991人口動態調査より推計。

計
を
雇
用
者
は
出
す
は
ず
が
な
い
。
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
れ
も
正
確
な

数
字
を
持
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
い
や
、
持
つ
必
要
は
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
、「
姿
を
見
せ
な
い
児
童
労
働
」
は
確
実
に
実
在
す
る
。
こ
こ

で
は
二
章
「
シ
バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
工
女
」
に
関
わ
る
児
童
労
働
者
数
（
推

定
）
一
覧
を
掲
げ
る
（
表
３
）。
そ
の
数
お
よ
そ
、
三
万
人
か
ら
四
万
人
の
範

囲
に
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

４
　
対
象
と
す
る
子
ど
も
達

　
「
児
童
労
働
﹇
禁
止
・
規
制
﹈
法
　
一
九
八
六
」
の
適
用
を
受
け
法
的
に

は
存
在
し
な
い
、
し
か
し
厳
然
と
し
て
実
在
す
る
五
歳
〜
十
四
歳
の
不
就
学

児
童
が
対
象
で
あ
る
。
憲
法
が
保
障
す
る
義
務
教
育
の
年
限
に
対
応
す
る
。

法
的
に
は
存
在
し
な
い
た
め
州
政
府
や
地
方
自
治
体
の
行
政
は
現
実
問
題
と

し
て
こ
れ
に
関
知
し
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
わ
た
く
し
が

現
地
調
査
を
行
っ
た
九
〇
年
代
末
に
見
ら
れ
た
各
州
政
府
共
通
の
姿
勢
で
あ
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か

る
。
し
た
が
っ
て
児
童
労
働
に
つ
い
て
の
統
計
や
実
情
を
示
す
資
料
な
ど
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
あ
る

と
し
て
も
調
査
方
法
も
明
ら
か
で
な
い
、
信
憑
性
に
乏
し
い
、
推
定
上
の
数
字
だ
け
で
あ
る
。
子
ど
も
を

雇
用
す
る
工
場
や
作
業
所
の
経
営
者
、
州
政
府
工
場
監
督
官
は
一
切
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
。
た
だ
、
労
働

の
現
場
に
は
人
の
目
を
は
ば
か
る
よ
う
に
隠
蔽
さ
れ
た
子
ど
も
の
姿
が
あ
る
。
ま
さ
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・

虚
構
の
世
界
を
旅
す
る
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
が
あ
っ
た
。

５
　
四
事
例
の
概
要
―――
調
査
結
果

第
一
の
事
例「
シ
バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
工
女
―
な
ぜ
、子
ど
も
の
労
働
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
」（
二
章
同
題
収
録
）

　
南
イ
ン
ド
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
シ
バ
カ
シ
村
地
域
一
帯
の
マ
ッ
チ
、
花
火
工
場
に
働
く
工
女
が
対

象
と
な
る
。
こ
の
地
域
一
帯
は
歴
史
の
古
い
地
場
産
業
、
マ
ッ
チ
や
花
火
製
造
の
一
大
産
地
を
形
成
す
る
。

こ
こ
に
働
く
幼
い
工
女
達
は
周
辺
農
村
・
山
岳
地
帯
か
ら
集
め
ら
れ
る
。
そ
の
数
少
な
く
と
も
三
〜
四
万

人
と
推
定
さ
れ
る
。
歴
史
は
古
く
、
一
九
二
二
年
頃
か
ら
産
業
の
集
積
が
始
ま
り
、
全
国
の
マ
ッ
チ
や
花

火
の
生
産
を
ほ
ぼ
独
占
す
る
一
大
産
地
と
な
る
。
こ
こ
に
成
立
す
る
工
女
の
「
労
働
市
場
」
の
特
徴
は
、

（
１
）
工
女
を
主
と
す
る
児
童
労
働
の
需
要
構
造
が
地
域
の
地
場
産
業
を
中
心
に
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
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写真：農家敷地内のマッチ工場。子どもの年齢は 4～5 歳から 10 歳前後（推
定）

撮影：筆者【写真番号：02 080】

と
、
（
２
）
工
女
は
無
制
限
に
供
給
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
、
（
３
）
生
産
の
シ
ス
テ
ム
や
技
術
・
技

能
が
成
熟
、
確
立
し
、
慣
習
化
し
て
い
る
こ
と
、

（
４
）
そ
の
た
め
に
児
童
労
働
と
成
人
労
働
の
間
に

代
替
関
係
が
成
立
し
に
く
い
こ
と
、（
５
）
前
渡
し

金
と
い
う
債
務
労
働
の
慣
行
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
（
６
）
工
女
の
き
わ
め
て
低
位
の
固
定
し
た
賃

金
水
準
が
広
く
成
人
労
働
者
の
市
場
賃
金
を
下
方

に
押
し
下
げ
る
、
な
ど
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。
子

ど
も
達
は
す
べ
て
が
基
礎
教
育
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
不
就
学
児
童
で
あ
る
。
こ
こ
シ
バ
カ
シ

に
は
工
女
が
労
働
市
場
に
影
響
力
を
持
つ
主
体
と

し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
不
可
解
な
労
働
経
済

が
あ
る
。
そ
し
て
、
マ
ッ
チ
と
花
火
か
ら
成
り
立

つ
経
済
の
基
本
に
は
工
女
の
低
賃
金
と
生
産
の
低
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コ
ス
ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
彼
女
達
は
イ
ン
ド
社
会
の
底
辺
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
低
カ
ー

ス
ト
階
層
に
属
す
る
社
会
的
披
抑
圧
者
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
の
事
実
こ
そ
が
不
就
学
児
童
労
働
の
本
質
的

な
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
事
例
「
タ
ー
ル
砂
漠
の
児
童
労
働
―――
技
能
継
承
・
債
務
労
働
・
不
就
学
」
（
三
章
同
題
収
録
）

お
よ
び
「
ガ
ン
ジ
ス
平
野
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
村
」
（
四
章
同
題
収
録
）

　
イ
ン
ド
北
西
部
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
地
域
お
よ
び
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル

地
域
（Sanganer
）
が
対
象
で
あ
る
。
栄
華
を
き
わ
め
た
旧
藩
王
国
ラ
ー
ジ
プ
タ
ナ
（R

ajputana

）
の
遺
産

と
も
い
え
る
工
芸
的
価
値
の
高
い
、
伝
統
的
な
地
場
製
品
の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
純
度
の
高
い
銀

製
装
飾
品
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
な
ど
宝
石
原
石
の
研
磨
・
加
工
、
ペ
ル
シ
ャ
系
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
木
版
プ
リ
ン

ト
染
め
の
染
織
製
品
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
べ
て
外
貨
稼
ぎ
の
筆
頭
輸
出
品
目
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

生
産
工
程
に
は
子
ど
も
達
が
原
材
料
の
加
工
か
ら
半
製
品
ま
で
、
そ
し
て
完
成
品
の
最
終
工
程
を
技
術
や

熟
練
の
技
を
も
つ
成
人
の
職
人
、
労
働
者
が
分
業
す
る
。
子
ど
も
達
の
労
働
市
場
は
産
業
や
品
目
ご
と
に

成
り
た
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
相
互
に
互
換
性
が
な
い
。
分
断
さ
れ
た
徒
弟
制
の
形
態
を
と
る
の
で
成
人

労
働
と
の
間
に
は
代
替
性
が
成
り
た
た
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
別
の
表
現
を
使
う
と
低
賃
金
を
前
提
と
し

た
徒
弟
制
の
雇
用
関
係
（
多
く
の
場
合
「
債
務
労
働
」）
の
も
と
で
は
児
童
労
働
を
排
除
し
て
、
成
人
労
働
に
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写真：農家庭先に据えられたカーペット織り機（左側）
場所：ラージャスターン州ジュンジュヌ県農村
撮影：筆者【写真番号：03 009】

置
換
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
複
雑
な
地
域
特
有
の
文
化
的
、
慣
習
的

要
素
が
加
わ
る
。
多
様
な
部
族
社
会
と
伝
統
的

な
カ
ー
ス
ト
集
団
に
よ
る
職
業
構
成
、
そ
し
て
、

子
ど
も
の
徒
弟
制
度
な
ど
封
建
時
代
の
残
渣
が

今
に
残
る
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
を
た
だ
、
文
化

の
特
殊
性
と
見
る
だ
け
で
は
児
童
労
働
の
問
題

解
決
に
は
至
ら
な
い
。
砂
漠
の
地
に
生
ま
れ
た

イ
ン
ド
伝
統
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
「
ド
ゥ
ー
リ
ー
」

の
も
う
一
つ
の
産
地
、「
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
の

カ
ー
ペ
ッ
ト
村
」
の
事
例
を
比
較
の
た
め
に
補

足
す
る
。「
児
童
労
働
の
地
」
の
原
点
が
こ
こ
に

も
あ
る
。

第
三
の
事
例
「
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ス
ラ
ム
と
児
童

労
働
―――
ハ
ウ
ラ
ー
橋
か
ら
ス
ラ
ム
へ
の
道
」

34 　



1 : 2010/1/7(16:36)
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写真：スラム内の路上で草履（チャッパル）成型作業に従事する親子
場所：カルカッタ市（現コルカタ市）シアルダ―駅近く Tiljala 地区
撮影：筆者【写真番号：05 042】

（
五
章
同
題
収
録
）

　
歴
史
的
な
背
景
の
な
か
で
形
成
さ
れ
、
数
世
代

に
わ
た
っ
て
都
市
の
一
部
と
な
っ
た
ス
ラ
ム
の
一

つ
を
と
り
あ
げ
る
。
長
い
間
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
名

前
で
知
れ
る
大
都
市
は
独
立
に
と
も
な
う
、
イ
ン

ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
に
よ
っ
て
、
東
パ
キ
ス
タ

ン
と
な
っ
た
当
時
の
東
ベ
ン
ガ
ル
地
域
、
現
在
の

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
大
量
の
難
民
を
受
け
入
れ

た
。
歴
史
を
遡
る
こ
と
、
今
か
ら
お
よ
そ
三
〇
〇

年
前
、
居
住
人
口
三
〇
〇
万
人
を
想
定
し
て
建
都

さ
れ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
市
は
そ
の
周
辺
地
区
す
べ
て

の
公
共
用
地
が
ス
ラ
ム
化
し
、
瞬
く
間
に
一
千
万

人
を
越
す
巨
大
な
人
口
を
擁
す
る
大
都
市
圏
へ
と

変
貌
を
遂
げ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
難
民
は
安

全
を
求
め
て
陸
路
、
ひ
た
す
ら
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
と
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向
か
っ
た
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の
支
流
フ
グ
リ
ー
河
に
架
か
る
ハ
ウ
ラ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
り
、
は
じ
め
て
市

内
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
広
大
な
肥
沃
の
地
ベ
ン
ガ
ル
平
野
は
、
同
じ
ベ
ン
ガ
ル
語
の
民
族
で
あ
り
な
が
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
イ

ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
上
の
理
由
か
ら
東
西
に
分
割
さ
れ
る
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
。
西
半
分
が
イ
ン
ド
領
西
ベ

ン
ガ
ル
州
に
、
そ
し
て
東
半
分
が
当
時
の
東
パ
キ
ス
タ
ン
と
な
る
。
分
割
に
と
も
な
う
騒
乱
、
殺
戮
は
大
量

の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
難
民
を
生
み
、
ハ
ウ
ラ
ー
橋
は
身
の
安
全
を
保
障
す
る
逃
避
行
の
終
着
地
で
あ
っ

た
。
数
百
万
規
模
の
難
民
は
橋
の
西
側
ハ
ウ
ラ
ー
地
区
に
、
そ
し
て
、
東
側
の
市
街
地
周
辺
地
区
に
仮
の

居
住
地
を
得
た
の
で
あ
る
。
ス
ラ
ム
が
形
成
さ
れ
る
に
つ
れ
、
そ
の
後
、
周
辺
の
最
貧
困
州
と
り
わ
け
北

西
に
位
置
す
る
ビ
ハ
ー
ル
州
か
ら
貧
困
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
経
済
難
民
の
流
入
が
後
を
絶
た
な
い
。
こ
の

ハ
ウ
ラ
ー
中
央
駅
に
降
り
立
ち
、
そ
し
て
ハ
ウ
ラ
ー
橋
を
わ
た
っ
て
カ
ル
カ
ッ
タ
の
生
活
を
始
め
る
こ
と

に
な
る
。
ハ
ウ
ラ
ー
橋
は
農
村
の
貧
困
と
都
市
の
豊
か
さ
の
間
に
立
つ
「
札
所
」
で
も
あ
る
。
こ
の
橋
を

渡
る
子
ど
も
達
は
遍
路
の
末
に
待
ち
構
え
る
厳
し
い
現
実
に
遭
遇
す
る
。
こ
こ
も
ま
た
、
都
会
に
根
を
張

り
詰
め
た
「
児
童
労
働
の
地
」
で
あ
る
。
シ
ア
ル
ダ
ー
駅
近
く
に
広
が
る
ス
ラ
ム
の
一
つ
に
幼
い
女
児
の

働
く
姿
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
ス
ラ
ム
と
い
う
社
会
的
存
在
の
故
に
成
人
も
子
ど
も
も
搾
取
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
如
実
に
示
す
場
景
が
あ
る
。
ス
ラ
ム
の
路
上
に
、
小
さ
な
鋏
で
ゴ
ム
サ
ン
ダ
ル
を
作
る
一
人
の
幼
女
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の
懸
命
に
鋏
を
動
か
す
指
先
に
血
の
に
じ
む
姿
を

見
る
。

第
四
の
事
例
「
西
ガ
ー
ツ
山
脈
（W

estern
G

hats

）

を
越
え
る
児
童
労
働
―――
ウ
デ
ィ
ピ
（U

dipi

）
村

か
ら
街
の
厨
房
へ
」
（
六
章
同
題
収
録
）

　
労
働
供
給
の
源
泉
は
特
定
の
地
域
、
南
イ
ン
ド
、

カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
ウ
デ
ィ
ピ
村
で
あ
る
。
雇
用
の

形
態
は
地
縁
、
同
族
、
同
カ
ー
ス
ト
の
絆
を
維
持

し
な
が
ら
、
全
国
各
地
の
都
市
サ
ー
ビ
ス
部
門
へ

と
向
か
う
移
動
の
形
を
と
る
。
西
ガ
ー
ツ
山
脈
を

越
え
、
北
は
ム
ン
バ
イ
（M

um
bai

）
、
東
は
バ
ン

ガ
ロ
ー
ル
（B

angalore

）
、
さ
ら
に
チ
ェ
ン
ナ
イ

（C
hennai

）
へ
と
ホ
テ
ル
・
飲
食
業
に
働
く
子
ど
も

達
の
移
動
が
進
む
。
南
イ
ン
ド
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

（
菜
食
料
理
）
の
本
家
料
理
が
い
わ
ば
伝
統
的
な
品
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格
あ
る
料
理
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
全
国
に
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
店
の
チ
ェ
ー
ン
が
広
が
り
、
厨

房
の
後
ろ
に
は
ウ
デ
ィ
ピ
の
子
ど
も
達
が
働
く
。
姿
を
見
せ
な
い
影
の
主
役
達
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
児
童
労
働
の
移
動
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
の
、
あ
て
ど
も
な
い
都
市
へ

の
流
入
・
移
動
と
は
異
な
る
。
農
村
の
窮
乏
が
都
会
へ
押
し
出
す
流
れ
で
は
な
い
。
逆
の
流
れ
、
拡
大
す

る
都
市
サ
ー
ヴ
ィ
ス
部
門
が
引
き
寄
せ
る
新
た
な
流
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
地
域
の
も
つ
社
会
慣

習
、
す
な
わ
ち
「
カ
ー
ス
ト
の
浄
・
穢
れ
」
と
「
食
」
の
関
係
が
い
ま
だ
に
深
く
根
ざ
す
事
例
が
あ
る
。
い

ま
世
界
が
注
目
す
る
Ｉ
Ｔ
都
市
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
と
国
際
金
融
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
商
取
引
中
心
地
ム
ン

バ
イ
に
も
進
出
す
る
。
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
業
が
ウ
デ
ィ
ピ
の
菜
食
料
理
と
厨
房
に
働
く
子
ど
も
達
を
呼
び

寄
せ
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
達
は
西
ガ
ー
ツ
山
脈
を
越
え
た
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
憲
法
関
連
条
文

第
二
四
条
お
よ
び
第
四
五
条
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

“N
o

child
below

the
age

offourteen
years

shallbe
em

ployed
to

w
ork

in
any

factory
orm

ine
orengaged

in
any

other

hazardous
em

ploym
ent”.

﹇
第
二
四
条
﹈

“T
he

state
shallendeavour

to
provide

w
ithin

a
period

of
10

years
from

the
com

m
encem

entof
this

C
onstitution,for
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　第１章　いま、なぜ、児童労働か
free

and
com

pulsory
education

forallchildren
untilthey

com
plete

the
age

offourteen
years”.

﹇
第
四
五
条
﹈

　
（
２
）
高
等
教
育

A
shok

C
elly

(ed.),
Tow

ard
Paradigm

in
H

igher
E

ducation
(N

ew
D

elhi:
Papaz

Publication,
2008)

お
よ
び
、Jean

D
reze

and
A

m
artya

Sen,India:
E

conom
ic

D
evelopm

entand
SocialO

pportunities
(N

ew
D

elhi:
O

xford
U

niversity

Press,1995).

　
（
３
）
初
等
教
育

政
府
機
関N

ational
U

niversity
of

E
ducational

Planning
and

A
dm

inistration,
N

ew
D

elhi.

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
名
称
は

「D
istrictE

lem
entary

E
ducation

R
eportC

ard

」。
二
〇
〇
一
〜
〇
一
年
度
の
デ
ー
タ
か
ら
利
用
可
能
で
あ
る
。
最
近
年
度
は

二
〇
〇
五
〜
〇
六
、E

lem
entary

E
ducation

in
India:

W
here

do
w

e
stand

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　
（
４
）
債
務
労
働

“Slave
trade

is
alive

and
w

ell
in

India’s
firew

orks
industry”,

in
Sunday

H
erald,

N
ovem

ber
5,

2000,
by

N
ational

C
am

paign
for

Firew
ork

Safety.

債
務
労
働
の
実
態
を
厳
し
く
監
視
す
る
国
際
的
人
権
擁
護
団
体
、H

um
an

R
ights

W
atch

は
全
世
界
規
模
で
活
動
し
て
い
る
。H

um
an

R
ights

W
atch
/A

sia,The
Sm

allH
ands

ofSlavery:
B

onded
C

hild
Labor

in

India,N
ew

Y
ork,1996

は
報
告
書
の
一
つ
。
イ
ン
ド
全
土
に
み
ら
れ
る
債
務
労
働
の
現
状
、
と
く
に
経
済
的
後
進
地
域
の
一

つ
、
東
部
イ
ン
ド
　
オ
リ
ッ
サ
州
（O

rissa
）
を
扱
っ
た
文
献S.N

.Tripathy,B
onded

Labour
in

India
(D

elhi:D
iscovery

Publishing
H

ouse,1989)

が
参
考
に
な
る
。

　
（
５
）
近
代
化
論

M
yron

W
einer,

The
C

hild
and

the
State

in
India:

C
hild

Labor
and

E
ducation

Policy
in

C
om

parative
Perspective

(Princeton:Princeton
U

niversity
Press,1991)

、
ま
た
、
同
じ
系
譜
に
あ
る
イ
ン
ド
人
研
究
者N

eera
B

urra

の
著
作B

orn
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to
W

ork:
C

hild
Labour

in
India

、「
子
ど
も
の
権
利
」
論
の
一
つ
、A

sha
B

ajpai,C
hild

R
ights

in
India:

Law,Policy
and

P
ractice

(N
ew

D
elhi:O

xford
U

niversity
Press,2003)

、
以
上
の
三
冊
は
最
近
、
一
冊
の
選
集N

eera
B

urra
(editor),B

orn

U
nfree

(N
ew

D
elhi:O

xford
U

niversity
Press,2006)

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
編
者
の
問
題
解
説
と
最
新
の
参
考
文
献
が
あ
ら

た
に
加
わ
る
。
児
童
労
働
問
題
の
全
体
像
を
知
る
う
え
に
欠
か
せ
な
い
好
著
で
あ
る
。
児
童
労
働
の
実
証
的
調
査
・
研
究
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。
包
括
的
に
扱
っ
た
著
作
の
一
つ
、L

akshm
idharM

ishra,C
hild

Labour
in

India
(N

ew
D

elhi:O
xford

U
niversity

Press,2000

）
お
よ
び
、
研
究
報
告
集
録
、M

ahaveer
Jain
/Sangeeta

Sarasw
at(editors),C

hild
Labour

from

D
ifferentPerspectives

(N
ew

D
elhi:M

anak,2006)

な
ど
が
あ
る
。
詳
細
は
本
書
の
付
属
資
料
を
参
考
。

　
（
６
）
貧
困
の
文
化

L
eela

D
ube,“The

E
conom

ic
R

oles
ofC

hildren
in

India,M
ethodologicalIssues”,in

The
E

conom
ic

R
oles

ofC
hildren

in
Low

-Incom
e

C
ountries,edited

by
G

erry
R

odgers
and

G
uy

Standing,IL
O

,1981.

M
ishra,G

.P.and
Pande

P.N
.,C

hild
Labour

in
the

G
lass

Industry
(N

ew
D

elhi:N
angia,1996).
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